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1) 被招聘者の紹介 

Rodewald 教授は、長年に渡り血液幹細胞からの血球分化の研究に取り組んで来られま

した。その過程で Cre-lox を応用したバーコードシステムを開発され、一個の血液幹細

胞から本当に全ての血球系細胞が生まれるのか、それとも偏向性があるのかという疑

問に答えるために fate mapping 解析技術を開発しました（Polylox barcoding system）

（Nature 2015, 2017）。さらには RNA-barcoding (PolyloxExpression system)へと発展させ、

一つの血液幹細胞クローンからの分化と遺伝子発現をリンクさせる実験系も確立させ

ました(Cell Stem Cell 2020)。それ以外にも多くのトップジャーナルに革新的な論文を多

数発表しており、血液細胞を中心とした免疫細胞の分化系譜を明らかにしてきた世界

的な研究者です。 

2) 会議または集会の概要 

第 51 回日本免疫学会学術集会は、2022 年 12 月 7 日（水）～9 日（金）に、樗木 俊聡

先生（東京医科歯科大学 難治疾患研究所）と慶應義塾関係の天谷 雅行先生、金井 隆

典先生、竹内 勤先生、福永 興壱先生、河上 裕先生の 6 名の副会長 のご協力のもと、

熊本城ホールにて開催いたしました。 

本大会は標題の「シン免疫学〜対コロナ・ポストコロナの科学」にありますように

「COVID-19 による学術の閉塞状況からの脱却」と「新しい免疫学の未来を模索する

議論」の二つの目標を掲げました。本学術集会はオンライン開催も補完的に組み合わせ

たハイブリッド型ではありますが現地開催を基本とし、何よりも対面で双方向性の議

論と情報交換、および人脈形成を進められる集会にしたいと考えました。その結果、参

加総数 1952 名（うちオンライン参加は 300～400 名程度）を数え、どの会場でも活発

な議論が行われました。特にワークショップやポスターセッションはコロナ前の熱気

に包まれ、会員の皆さんがいかに直接の対話を望まれていたか再認識しました。また海

外招待者は 40 名程度でしたが、航空券高騰の中でも半数が熊本まで足を運んでくれた



 

 

ことは大きな喜びでした。今回ワークショップの数を増やし、また従来のペストプレゼ

ンテーション賞に加えてベストポスター賞を設けました。審査いただいたワークショ

ップ座長の皆様にはご負担をおかけして申し訳ありませんでしたが、「オーラルに選ぶ

べきだったポスターもあった」との声もいただき、ポスターの議論を活性化する一助と

して非常によかったと思います。 

 また今年は懇親会の代わりに「未来の免疫学」と題するイブニングセミナーを企画し

ました。免疫外領域からその道の専門家をお招きして、我々素人にもわかりやすいよう

にお話いただき次の時代の免疫学を探る参考にしてもらおうというものです。夜遅い

時間にも関わらず多くの会員に参集していただけました。また始めての試みでしたが、

「免疫学の未来」と題した若手研究者によるフォーラム（座談会）にも 120 名が参加

し、若手を取り巻く問題について議論がなされました。今回、若手からのボトムアップ

を期待して、昨年と同様に国際シンポジウム企画を公募し、嬉しいことに計 6 枠が若

手主体のシンポジウムとなりました。 

 このように対面重視、若手重視はある程度の成功を収めたのではないかと密かに自

負しております。 

3) 会議の研究テーマとその討論内容 

発表；Deconvolution of hematopoiesis by Polylox barcoding 

血液幹細胞は全ての血液細胞へと分化する能力を持っているが、生体内で一個の血液

幹細胞から本当に全ての血球系細胞が生まれるのか、それとも偏向性があるのかは長

年の謎であった。Rodewald 教授が開発した Polylox barcoding により単一の血液幹細胞

からの fate mapping 解析が可能になり、長年の血液分化の疑問に答えることができた。

さらに Rodewald 教授は、このシステムを使い、組織局在マクロファージなどの様々な

免疫細胞の分化系譜を明らかにし、特に免疫学会シンポジウムでは、脳のミクログリア

の起源やクローナリティ、肝臓マクロファージの発生起源などを barcoding システムを

用いて明らかにしたデータは、聴衆を大いに驚かせ非常に活発な議論を生んだ。 

4) 招聘した成果 

Rodewald 教授の研究結果は、細胞分化を考える上で非常に有意義な知見を与え、シン

ポジウムに参加した先生からも”非常に知的好奇心が刺激された”との言葉を頂きまし

た。学会中も多くの以前からの日本人研究者と交流され、議論をされていました。学会

後には、竹内理教授の招待により京都大学でも特別セミナーをして頂き、免疫学だけで

なく血液学研究者、そして大学院生も数多く参加し、活発な議論を行った。またセミナ

ーの前には５つの研究室を訪れ、研究交流を行った。そして、Rodewald 教授が開発し

た Polylox barcode マウスを用いた共同研究の申し込みが複数あったと聞いています。 

今回の Rodewald 教授の来日は、免疫学会シンポジウム、京都大学来訪を通じて多くの

日本人研究者と交流し、若い研究者に多大なインパクトを与えたことからも、今後の日

本の免疫・血液細胞分化研究の発展に大きく貢献するだろうと考えます。 



 

 

5) その他 

末筆になりますが、貴重なサポートをいただきました中谷医工計測技術振興財団には、

心より感謝申し上げます。加えて第 51 回日本免疫学会学術集会の企画と運営にご

尽力くださいました実行委員会、プログラム委員会、諸団体、企業の皆様にも、この場

を借りて、心からお礼を申し上げます。 


